
第1回熱中症対策に関する検討会 （2012年6月29日、於：大手町ファーストスクエア）  

職場の熱中症予防対策の 
現状と課題 

労働安全衛生総合研究所 
国際情報・研究振興センター 長  

澤田晋一 
 



１．職業性熱中症の最近の 
発生状況と特徴 
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１．職場の熱中症の死亡災害発生リ
スクは、猛暑になる7月と8月の午後、
建設業で作業開始数日以内が最大 
２．作業衣類（ヘルメット、安全靴、手
袋）は  健康よりも安全優先 
３．暑熱ストレスは労働衛生の問題だ
けでなく労働安全の問題 
４．猛暑のため適宜休憩をとったり、
水分の補給をおこなっていても被災 

職場の熱中症の発生実態と現場の問題点 



平成22年熱中症死亡災害47名の 

内訳（厚生労働省、2011） 

 

・９６％ WBGT値の測定なし 

・８３％ 自覚症状の有無に関わら 

      ない定期的水分・塩分の 

      摂取なし 

・７０％ 計画的な熱の順化期間 

              設定なし 

・３６％ 糖尿病・循環器疾患等の 

               有症 

・ ９％ 体調不良、食事の未摂 取、 

               前日の飲酒あり  

平成23年熱中症死亡災害18名の 

内訳（厚生労働省、2012） 

 

・９４％ WBGT値の測定なし 

・８３％ 自覚症状の有無に関わら 

               ない定期的水分・塩分の 

               摂取なし 

・７２％ 計画的な熱の順化期間 

               設定なし 

・５６％ 健康診断未実施 

・２８％ 単独作業 

・２２％ 糖尿病等の有症 

・０.６％ 体調不良、食事の未摂取、 

               前日の飲酒あり   
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２．労働衛生行政施策の動向 
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○平成8年5月21日付け基発第329号「熱中症の予防について」 

○平成17年7月29日付け基発第0729001号「熱中症の予防対策におけるWBGTの活用に

ついて」 

○平成21年6月19日付け基発第0619001号「職場における熱中症の予防について」 

○平成22年6月10日付け基安労発0610第1号「熱中症による死亡災害発生状況(平成21年

分)について」 

○平成22年7月27日付け基安労発0727第1号「職場における熱中症予防対策の徹底につ

いて」 

○平成22年9月6日付け基発0906第1号「死亡災害の増加に対応した労働災害防止対策

の徹底について(緊急要請)」 

○平成23年5月20日付け基発0520第6号「夏期の電力需給対策を受けた事務所の室内温

度等の取扱いについて」 

○平成23年5月31日付け基安発0531第１号「平成23年の職場における熱中症予防対策の

重点的な実施について」 

○平成24年5月18日付け基安発0518第1号「平成24年の職場での熱中症予防対策の重点

的な実施について」 

○平成24年6月6日付け基発0606第1号「今夏の電力需給対策を受けた事務所の室内温

度等の取扱いについて」 

 

平成に入ってから発出された熱中症予防関連の主な通達 
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平成２３年６月１０日厚生労働省報道発表資料 
（東電福島第一原発作業員健康対策室） 
 
原発復旧・復興作業における熱中症予防対策 
東電福島第一原発における熱中症予防対策の強化を指導 
 東京電力福島第一原子力発電所において、緊急作業に従事する労
働者の熱中症が発生していることから、東京電力に対し協力会社を
含め、7、8月の14時から17時の炎天下における作業について、事故

収束に向けた工程に配慮しつつ原則として作業を行わないなど、熱
中症の予防対策の強化について指導。 
【指導内容のポイント】 
○ 冷房付きの休憩施設を早急に増設すること。 
○ 熱中症による死亡災害が多く発生する７月、８月の１４時から１７
時の炎天下における作業について、事故収束に向けた工程に配慮し
つつ原則として作業を行わないこと。 
            ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
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○建設業等での熱中症予防対策の重点事項  
          ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
 作業時間については、特に、７、８月の14時から17時の炎天下等

でＷＢＧＴ値が基準を大幅に超える場合には、原則作業を行わな
いこととすることも含めて見直しを図ること。  
           ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
○初夏での対応の重点事項 
           ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
初夏においては、気候の都合により気温の変動が激しく、熱への
順化が十分でないことが考えられることから、作業中は、ＷＢＧＴ値
を逐次計測するとともに、現にＷＢＧＴ基準値を超えた場合には、
作業計画の変更等により、連続作業時間が長くならないよう努める
こと。 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

平成２４年５月１８日付け基安発0518第1号「平
成２４年の職場での熱中症予防対策の重点的
な実施について」 
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平成２４年６月６日付け基発0606第1号「今夏の電力

需給対策を受けた事務所の室内温度等の取扱いに
ついて」 
  
○事務所の室内温度について 
  事務所の室温について、事務所則第5条第3項により、事務所に空
気調和設備を設けている場合は、室 温が28度以下になるよう努めな
ければならないとされていることを踏まえ、・・・電力抑制 のため室温
を引き上げる場合には、まずは、28度とするよう努めること。さらに、
電力抑制のための事 業者の自主的な取組として室温を29度に引き
上げる場合には、職場における 熱中症を予防するため、平成21年6
月19日付け基発第0619001号「職場における熱中症の予防について」 
 に基づく熱中症予防対策を、当該事業場において講じること。 



主な課題（１）：水分及び塩分の摂取 
 
のどの渇きにかかわらず水分・塩分の作

業前後の摂取と作業中の定期的な摂取（作
業強度に応じて0.1～0.2%の食塩水等を20
～30分毎にカップ1～2杯程度） 

 
 
    
   「必要水分補給手法」の開発 



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
その結果、WBGT32℃では、体重減少に見合う水分補給が自発的にはなされない傾向が認められた。
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主な課題（２）：冷房服（具）の有効性 
 
熱を吸収する服装、保熱しやすい服装は避け、ク

ールジャケットなどの、透湿性・通気性の良い服装の
着用。直射日光下では、通気性の良い帽子（クール
ヘルメット）などを着用 

 
 
 
１．市販の冷房服・冷却グッズの有効性・適用 
  限界の検討 
２．効果的防暑冷却服（具）身体冷却手法の 
  開発 



sawada
テキストボックス



主な課題（3）：節電によるオフィス温熱環
境悪化の健康影響評価と対策  

SINCE 2011.3.11 
 
・オフィス室温29～30℃以上で何が問題か？ 
  （事務所則：気温17～28℃、相対湿度40～70％） 

  １．熱中症？  
  ２．作業効率？  
  ３．熱中症以外の健康問題？ 



対策の基本原則 
 
１．放射熱の低減（遮光カーテンなど） 
２．スーパークールビズ、ウルトラクールビズ 
３．扇風機、風の利用 
４．水分（塩分）補給 
５．作業時間のシフト 
６．防暑冷却グッズの活用 
７．暑熱耐性の獲得、メタボ対策 
８．作業場所の自由選択制 
    ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 



参考データ（澤田、1991） 
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